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はじめに 

社会はＩＴ（Information Technology 情報通信技術）の進歩により、情報化社会、高度情報化社会、

高度情報通信社会とその姿を変えてきた。この社会の変化に伴い学校教育においても「教育の情報化」

が求められている。｢教育の情報化｣は学校教育においてＩＴを効果的に活用することである。 

そこで重要なことはＩＴを活用するための目的を明確にし、その目的を達成するための手段として

ＩＴ活用を考えることである。そのためには日々、授業を実践している教員のＩＴ活用指導力(授業で

ＩＴを活用する力)の向上が不可欠である。 
 
ＩＴ（Information Technology）は直訳すると「情報技術」であるが、最近は「情報通信技術」とされ 

  ることが多い。本研究ではＩＴを「情報通信技術」と訳し、具体的にはコンピュータとネットワークを指す 

  ものとする。また、表現としての理解のしやすさからコンピュータという言葉を使っている箇所がある。 

 

Ⅰ 主題設定の理由  

１ 授業におけるＩＴ活用の現状 

次の表 1は、平成 14 年度に実施された文部科学省｢情報教育に関する実態調査｣の“授業でＩＴを活

用できる”教員の全国と本市の割合である。本市の活用できる教員の割合は 66.7％で全国の 42.1％を

上回っている。しかし、この“授業で活用できる”条件として“1 回でもインターネットを使った授

業を行ったことがある”も含まれており、本市における教員のＩＴ活用指導力に心配がある。  

表 2 は、平成 14 年度に全市立小学校に派遣された情報インストラクターがコンピュータ活用授業を

支援した教科別の割合である。総合的な学習の時間の授業が 72.1％で最も多いが、総合的な学習の時

間以外の教科等ではあまり活用されていない状況がわかる。教員のＩＴ活用指導力と授業での活用の

割合には強い関係があると考えられる。 

         表 1 授業でＩＴ活用できる教員の割合（％） 

  小学校 中学校 高等学校 聾養護学校 全体 

全 国 ５９．４ ４１．５ ３４．４ ３３．２ ４２．１ 

川崎市 ７５．７ ５６．３ ６２．０ ４６．２ ６６．７ 
  
          表 2 コンピュータ活用教科の内訳「小学校」（％） 
 

  総 合 生活科 国 語 算 数 理 科 社 会 音 楽 図 工 

川崎市 ７２．１ ３．２ ７．７ ２．４ ２．３ ４．８ ０．５ ６．６ 
 

 そこで、授業におけるＩＴ活用の現状をまとめるとおおむね次の 3つであろう。 

⑴ 授業にあまりＩＴが活用されていない 

⑵ 教員のＩＴ活用指導力不足が懸念される 

⑶ ＩＴを活用するねらいが明確でない状況が見られる 
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２ ＩＴ活用の問題点と必要な対応 

前述の現状に対する問題点とその解決に必要な対応として、次のようなことが挙げられる。 

 ⑴ 問題点 

①ＩＴへの意識に関する問題点 

  ・コンピュータは難しい、嫌いである 

    ・期待する効果がない 

② ＩＴ活用指導力に関する問題点 

 ・活用のための教材準備などに多くの時間を要する 

 ・授業のねらいと活用方法が結びつかない（具体的な活用方法が思いつかない） 

  ③ 物理的な問題点 
 ・コンピュータやソフトウェアのトラブルに対応できない 
 ・教育用ソフトウェアを購入する予算がない 

 ・利用できるコンピュータの台数が少ない 

⑵ 必要な対応 

① ＩＴ活用の現状と教員の意識に関する調査の実施 

  学校における授業へのコンピュータ活用の現状と教員の意識に関する調査を実施し、その 
結果を研究及び研修に生かす 

  ② ＩＴ活用方法の開発・提供 

  ・“これをこのままやれば、授業で利用できます”といった具体的な活用方法を示す 

   ・コンピュータは難しいという意識を考慮して、教員が日常的に使っているアプリケーシ 

ョンソフトウェア（Word･一太郎・Excel・ブラウザなど）を活用方法の基本とする 

  ・そのままで利用できる完成教材の開発・提供に加え、教員が自ら教材を作成するという 

 視点から「手軽に短時間で準備ができる教材の作成方法」を示す 

  ・活用にかかわるコンテンツ（完成教材例・教材作成方法・インターネット上のコンテン 

ツ紹介・コンピュータ活用に関する各種情報・留意事項等）をまとめた冊子及びＣＤ－ 

ＲＯＭを作成し、提供する 

  ③ 授業にＩＴを活用できる教員の育成 
授業におけるＩＴ活用を推進するためには、活用できる教員の育成が不可欠であり、その 

育成の方法を検討する必要がある 
 

以上のような認識に立ち、研究主題及び副題を設定した。また、これらの課題を焦点化し、研究

のねらいを定めた。 

  
３ 研究主題及び副題 

授業におけるＩＴ活用方法の開発に関する研究 

授業にＩＴを活用できる教員の育成を目指して 

 

 

 

 

４ 研究のねらい 

 ⑴ 手軽に短時間で準備ができるＩＴ活用方法（事例）を開発する 

 ⑵ それを研修講座での実践を通して評価する 

 ⑶ 授業におけるＩＴ活用方法（事例集）を冊子及びＣＤ－ＲＯＭにまとめ提供する 

 ⑷ 学校の授業でのＩＴ活用を支援する 

 ⑸ 授業にＩＴを活用できる教員の育成を目指す 
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Ⅱ 研究の方法 
次の１～５に示した研究の手続きに従って研究を進めた。 

１ ＩＴ活用の現状と教員の意識に関する調査の実施 

２ 学校におけるＩＴ活用の整理と分類 

３ 活用方法の開発と検証・見直し 

４ 授業でのＩＴ活用の支援とＩＴ活用指導力の向上に関する研修 

５ 授業でのＩＴ活用と研修に寄与できる活用方法をまとめた冊子及びＣＤ－ＲＯＭの発行 

 

Ⅲ 研究の内容 
１ 調査結果の考察から見えてきたＩＴ活用方法の開発で配慮すべき事項 
各学校の「情報教育学校担当者」（教諭）に対して実施した調査の考察から次のようなことが見えた。 

⑴ すぐに利用できるコンテンツ(教材) 

⑵ 授業におけるＩＴ活用で利用できるインターネット上のコンテンツの存在の理解とコンテ 

   ンツの良さを評価でき、活用できる力 

⑶ 教員の授業におけるＩＴ活用の意識の高まり 

⑷ 手軽に短時間で準備ができるＩＴ活用方法 

⑸ 教員が校務で日常的に利用しているアプリケーションソフトウェアの活用 

⑹ 情報モラルの指導のための教材 

⑺ ＩＴを活用するための授業設計 

 

２ ＩＴ活用の基本的な考え方 
  

 

 

 

 

 「確かな学力」の向上 
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学校へのコンピュータ設置新基準 

平成17年度までに、「すべての教室」 
「すべての授業」で活用できる環境を整備 

小学校  総合的な学習の時間 
中学校  技術・家庭科 

「情報とコンピュータ」 
高等学校 普通教科「情報」
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指導の 
一つの道具

学習指導 
の充実に 

 

の向上を図るために 

導方法の工夫・改善 

ﾑ 
ｸ゙  

教員の 
努力と工夫 

ＩＴ（コンピュータ及びネットワーク）の活用 

ＩＴ活用の基本的な考え方 
ＩＴは各教科等の授業における指導の充
実のために用いられるものであり、「確かな
学力」の向上のために効果を発揮するもので
なければならない。 

図１ 研究の対象とＩＴ活用の基本的な考え方 



３ 授業におけるＩＴ活用方法（事例）の開発 

開発にあたっての基本方針 

授業におけるＩＴ活用の現状と教員の意識調査の結果から、ＩＴ活用事例の開発に関して配慮すべ

き点が浮かび上がってきた。これを考慮して、開発にあたっての基本方針を次のように決定した。 

 

⑴ 手軽に短時間で準備ができる活用方法であること 

⑵ 教員が日常的に利用しているアプリケーションソフトウェア（例．Word･一太郎・Excel・ブ 

ラウザなど）を使った活用方法であること 

⑶ そのままで授業に活用できる完成教材と教員が自ら準備ができる教材作成方法の２つの形態 

で開発すること 

⑷ ＩＴ活用の推進及び活用方法の共有化の視点にたち、Ｗｅｂで運用できること 

 

 

４ 開発した「授業におけるＩＴ活用事例」 

９つのＩＴ活用事例の概要を示す。なお、文中にでてくる“川崎市教育情報ネットワーク

(Kawasakisi  Educational Information System-Network , 略称 KEINS-NET（ケインズネット）)”は、

川崎市立学校間のイントラネットのことである。 

 

 

 

 

 

 

 

分類 項  目 内  容 事例 

計画 授業設計 コンピュータ初心者の先生方が気軽に IT を授業で活用するために 

 電子学習指導案と電子ワークシートをつくろう 
 

IT 活用事例 1 
Web 上のディジタルコンテンツを利用しよう 

 インターネットはディジタルコンテンツの宝庫 
 

IT 活用事例 2 
Web 上の学習ソフトを利用しよう 

 エクセルによる漢字・計算問題 
 

IT 活用事例 3 
教員の指導の道具・児童生徒の学習の道具として利用しよう 

 ワープロ（Word）のハイパーリンク機能 
 

IT 活用事例 4 
リンク集の利用と自作リンク集作り 

 インターネット 
 

IT 活用事例 5 提示教材（PowerPoint）を Web で利用しよう  

実施 

IT 活用事例 6 
e ラーニング教材を作ろう 

 「ホームページ・ビルダー」や「Web 問題作成ツール」を使って 
 

IT活用指導力評価
短時間でチェックできる IT 活用指導力自己評価票 

 自己評価システムの開発 
 

評価 

授業評価 
児童生徒による授業評価システム（アンケート形式） 

 授業評価の結果を次の学習指導に生かそう 
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５ 教員のＩＴ活用指導力評価と自己評価票の作成 

本研究では、教員のＩＴ活用指導力をその内容から「基本的な操作能力」「授業活用能力」「情報教

育の基本能力」「校務の情報化能力」｢情報モラル･危機管理能力｣の５つに分類した。なお、｢情報モラ

ル･危機管理能力｣はすべての能力にかかわると判断し、他の４つの能力の中に分散して配置した。 

また、教員が手軽に短時間で自己評価ができるように各能力の評価項目を 10 個に絞り込んで、次の

ような「ＩＴ活用指導力自己評価票」を作成した。また、評価の段階は５段階(数値が大きいほど達成

されたと判断する)とした。 

表３ ＩＴ活用指導力自己評価票 

 能力 ｺｰﾄﾞ 評  価  項  目 段    階

 
 
 
 
 
 

A-1 

A-2 

A-3 

A-4 

 

A-5 

A-6 

A-7 

A-8 

 

A-9 

A-10 

ファイル管理（ファイルのコピー・移動・削除・フォルダの作成）ができる。 

ワープロソフトで文書処理（文字入力、文書作成、印刷、保存）ができる。 

表計算ソフトを使って、集計処理（計算式を使った集計）ができる。 

データベースソフトを使ってデータ処理（検索用のインデックスを付け、データを検索・分類できるデータベースの

作成）ができる。 

インターネットにアクセスして必要な情報を検索し、利用することができる。 

教育用ソフトを使用してコンピュータを活用した授業等ができる。 

プレゼンテーションソフトとプロジェクタを使って、文字や画像情報により概要説明ができる。 

プロジェクタによってコンピュータ画面上のネットワーク提供型コンテンツや電子教材などを提示しながら授業等が

できる。 

KEINS-NETの電子メールにおいて、添付ファイルを含む受信・送信ができる。（川崎）（モラル） 

学校・研究会（部会）などのＷｅｂページの作成・変更ができる。（川崎） 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

 
 
 
 
 
 

B-1 

B-2 

B-3 

B-4 

B-5 

B-6 

B-7 

B-8 

B-9 

B-10 

授業でＩＴを使った学習指導案を計画することができる。 

自分の授業でＩＴの効果的な活用が可能な単元や題材を挙げることができる。 

自校のコンピュータシステム環境を理解し、活用することができる。 

授業を行う際にKEINS-NET（メール・掲示板・リンク集）を活用できる。(川崎) 

授業で活用する素材や資料を加工することができる。 

学習を評価するために必要な情報機器及びその特徴を活かした活用例を挙げることができる。 

わかりやすく提示するための機器の利用及びプレゼンテーションソフトを活用できる。 

授業で使用する学習用ソフトウエアを活用することができる。 

授業を行う際に、他機関から提供されているコンテンツを使うことができる。 

児童生徒が情報の収集・発信をするときに、情報モラルの指導ができる。（モラル） 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

 
 
 
 
 
 

C-1 

 

C-2 

 

C-3 

 

C-4 

C-5 

C-6 

 

C-7 

C-8 

C-9 

C-10 

 

情報教育の３つの目標（「情報活用の実践力」「情報の科学的理解」「情報社会に参画する態度」）を挙げることができ

る。 

情報教育の実践と学校の情報化 ～新「情報教育に関する手引」～（平成１４年６月文部科学省）の内容を理解して

いる。 

教育の情報化は、情報教育、各教科等の学習指導における情報手段の活用、校務の情報化から構成され、すべての教

員が担うべきことであることを説明できる。 

学校段階ごとの情報教育の体系について説明できる。 

ネットワークから得られた情報の信頼性、信憑性を理解し、そのことを説明できる。 

川崎市総合教育センター及び公的機関が実施する情報教育関連の研修を受講し（または、同程度の理解をしている）

授業の中で活用している。（川崎） 

情報教育指導者認定研修を受講し校内研修を実施している。（川崎） 

コンピュータウイルス感染に関する予防と対応ができる。（川崎） 

KEINS-NETを利用するときに必要なルールを理解している。（川崎） 

コンピュータ及びネットワークを利用する上において個人情報や著作権、また、健康への影響の配慮の仕方について

説明できる。（モラル） 

5̶4̶3̶2̶1 

 

5̶4̶3̶2̶1 

 

5̶4̶3̶2̶1 

 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 
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D-1 

D-2 

D-3 

D-4 

D-5 

D-6 

D-7 

D-8 

D-9 

D-10 

校務文書や資料の作成にワープロソフトや表計算ソフトを活用でき、利点について説明できる。 

校内での様々 な活動をディジタルカメラを活用して記録及び発信でき、その利点について説明できる。 

行事等の計画・立案のために事例や資料をインターネットを活用して収集し、利用することができる。 

学級経営や成績処理、進路指導等のために、表計算ソフトを活用し、その利点を説明できる。 

校務に必要な資料をKEINS-NETの電子メールで受信・送信ができ、その利点について説明できる。（川崎） 

校務で学校のＷｅｂページを活用している。（川崎） 

各種のデータをサーバに保存し、活用する際の利点と留意点について説明できる。（モラル） 

個人情報や著作権にかかわる各種データを取り扱う際の留意点を説明できる。（モラル） 

保護者や地域の人たちとの連携促進のためにＩＴを活用し、その利点について説明できる。 

校内を情報化する利点について説明することができる。 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

5̶4̶3̶2̶1 

Ｄ
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Ⅳ 今後の課題              
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本研究の目標は、「手軽に短時間で準備ができる教材及び作成方法」を「授業におけるＩＴ活用事

例」として開発し、その事例を学校での学習指導及び総合教育センターの研修で活用することで、授

業におけるＩＴ活用の推進と教員のＩＴ活用指導力の向上に役立てていくことである。今後の課題と

して、次のようなことが挙げられる。 

１ ＩＴ活用事例の数をさらに増やし充実することで更新版を作成する。 

２ 校種･教科等毎の市立研究会と連携し、本事例を教科等の授業で活用し、実践事例を蓄積する。 

３ 教員のＩＴ活用指導力の向上にむけた研修体制を確立する。 

４ ＩＴ活用指導力自己評価票の検証と自己評価基準の細分化を図る。 

５ 本研究を「授業におけるＩＴ活用事例」としてまとめた解説書及びＣＤ－ＲＯＭを作成し、提 

供する。また、川崎市教育情報ネットワークのＷｅｂから利用できるようにする。 

 

 

最後に、研究を進めるに当たり適切なご助言をいただきました先生方、研究にご支援、ご助言をくだ

さいました学校教職員の皆様に、心より感謝し厚く御礼申し上げます。 

 

【研究に伴って開発されたコンピュータソフト】 

・ＣＤ－ＲＯＭ 「ＩＴ活用指導力を高めよう」 

【引用文献】 

・文部科学省『初等中等教育におけるＩＴの活用の推進に関する検討会議「ＩＴで築く確かな学力 

～その実現と定着のための視点と方策～ 報告書」』３ページ    2002 年 8 月 28 日 

・文部科学省『確かな学力の向上のための 2002 アピール「学びのすすめ」』２ページ 

   2002 年 1 月 17 日 

・川崎市総合教育センター『教科における基礎学力の育成を目指して』生きる力と学力の構造図より 

      教育課程編成研究会議 2002 年３月 

【参考文献】 

・文部科学省『新情報教育に関する手引き』                   2003年6月 

・日本教育工学振興会『ＩＴを用いて指導できる』基準の作成のための調査研究報告書 2003 年 3 月 

・岩田 昭彦他『授業へのコンピュータ利用がもたらす効果と変化についての研究』研究報告書 

        川崎市総合教育センターコンピュータ教育利用研究会議  1995 年 3 月 

 

【指導助言者】 

・常磐大学教授 （川崎市総合教育センター専門員） 堀口 秀嗣 

・東京工業大学教授 （川崎市総合教育センター専門員） 赤堀 侃司 

・川崎市立小学校情報教育研究会長  （川崎市立稗原小学校長） 宮内  玲 

・川崎市立中学校教育研究会情報教育部会長 （川崎市立南大師中学校長） 奥田 義雄 
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・川崎市総合教育センター 情報教育研究室 派遣職員 増田 耕治 


